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「高齢者・認知症の方とのコミュニ
ケーション」をテーマに、 加齢に伴う
様々な心身の変化や、 認知症をもつ
人のコミュニケーションの特徴につ
いてご講演いただきました！

日ごろから、 ファミリーサポートセンター介護型・認知症サポートセンターの事業に対し、
皆さまのご理解とご協力をいただき心から感謝申し上げます。
今年度は両センター合同での通信発行となりました！合同で開催している行事や、両セン

ターの支援活動などについてお伝えしたいと思います。 今後も幅広く皆さまに活用いただ
ける事業になりますよう努めてまいりますのでよろしくお願いします！

世界アルツハイマーデーの９月
２１日に、今年市内で開催され
た認知症講演会の録画を一緒に
視聴し、 認知症についての理解
を深めました！

●アンケートより●

・認知症について特別なことではないという事が分かりました。

・認知症の方の喪失やコミュニケーションの特徴、 記憶や理解し

づらいことへの配慮などお話しが聞けて、認知症についてのイ

メージが変わりました。
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●支援活動予定の連絡について

会員同士で打ち合わせ、 利用・活動の

予定が変更や追加になる場合は、 セン

ター事務局へ必ずご連絡をくださいます

ようお願いします。

●郵送物の送付について

センター事務局から会員の皆さまへ、

年に数回、 郵送物を発送しています。 ご

住所・ご連絡先の変更があった場合や状

況が変わられた場合などは、 センター事

務局へご連絡をお願いします。

●異常気象や災害発生時について

異常気象により悪天候が予想される場

合、 支援活動予定についてお互いに話し

合って活動を中止する方向で対応をお願

いしています。 また支援活動中の突然の

災害発生を想定し、 普段から万が一の避

難場所や経路を確認するようにしてくだ

さい。

●
●

感染予防対策チェックシートの記入は
令和５年３月をもって終了します。
今後も利用・活動時の感染予防対策の

ご協力をお願いします。
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提供会員Ｙさまには

一人暮らしの母のご支援を

いただき感謝申し上げます。

母の退院後の自宅療養にあたり、 妹からこの

活動のことを知り入会させていただきました。

私は東京在住で仕事と難病の主人との生活

で帰省が限られる中、 真摯にご相談にのって

いただき、 穏やかで心優しいＹさまをご紹介

いただきました。

Ｙさまには母の病院への付き添いや話し相

手、 また些細な要望にもご対応いただいてい

る様子を、 母との日々のメールのやり取りで

知ることができ、安心と感謝の気持ちでいっぱ

いです。

利用者のＨさんは体調を崩して体力低下してし

まった経過と、コロナ禍で 人との交流の機会が減っ

てしまったため、ファミサポ介護型で月２回の通院付

添と、 認知症予防として認知症サポートセンターで

週１回お話し相手の利用を開始されました。

両方のセンターに登録している提供会員Ｙさんに

通院付添もお話し相手もお願いでき、その後、徐々に

体調も回復され、デイサービス増回になったので、お

話し相手は回数を調整しながら継続されています。

娘が東京で暮らしていますので、病院

通いが心配とのことで７月よりお願い

致しました。

月２回の通院と、その他、お買い物とか、

お散歩とか、お話とか、家の事なども、い

ろいろとお手伝いを週１回していただ

いて助けてもらっています。

いろいろと知識が豊富で、とても心強

く、分からないことは相談しています。

これからもよろしくお願いします。

初回の支援の時に、Ｈさんがお好きそうな

旭山三浦庭園の野草の本を持参したら、喜

んで見てくださり嬉しかったです。

事前打合せのときに、一緒に童謡を歌った

り、 好きな詩集を音読したりしたらいいね

とお話していましたが、 いつもそんな時間

はなくお話に花が咲いています。

冬前には天候を見つつ、お庭や近くの堤防

のお散歩を、外の空気に触れながら心地よ

くご一緒にすることもありました。

Ｈさんはとても気心が合う方で、通院付添

のときも、いつも２人で大笑いしながら楽

しく過ごさせてもらい、 感謝しています。

認知症の症状は、関連し合って起こることが多

いと考えられています。 例えば、 記憶障害と見当

識障害との関係もその中の一つです。

見当識障害とは、 “今”の情報である「今はいつ」

なのか・「ここはどこ」 なのか・「このひとは誰」

なのか等が分からなくなります。 これらは、記憶

することにおいて大切な情報です。

また、 見当識障害で分からなくなる順番は、①

時間や日にち・季節 →②場所や空間 →③ひと

と言われ、 実際にもこの順番で進行される方々

は多いと感じています。

その見当識障害の進行を穏やかにする為には

まず、時間や日にち・季節などの情報を維持する

ことが重要です。 時間や日にち・季節の感覚を

維持する為には、時計やカレンダー等を意識して

生活するのも方法の一つです。

● いつも居る・座る場所から、 自然と

目に入ってくる位置に見やすい時計

やカレンダーを設置する

● 会話の中で、あえて時計やカレンダーを使い、日

にちや時間を伝えながら情報を伝える

● カレンダーに“今日”がいつか分かる

ように目印をつける など

“今”の情報を維持することは、 孤独や不安感の

軽減、 ＢＰＳＤと言われる混乱や焦り・せん妄症

状の予防や早期回復に繋がるとも言われています。

また、ご家族など大切なひとや、その思い出を保

つ為にも、見当識障害の進行を遅らせることは大

きな意味があるのではないかと考えています。

● 別紙「ファミサポ介護型・認サポ通信 2023.3 コラム イラスト版」もご覧ください
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